
講師紹介 

宇
う

 ⽥
だ

 川
がわ

  義
よし

 朗
あき

 

医療法⼈社団 Compassion 宇⽥川⻭科医院 院⻑ 

●講師プロフィール 
経  歴 

1990 年 ⻑崎⼤学⻭学部卒 
1990 年 ⻑崎市常岡⻭科診療所勤務 
1997 年 東京都医療法⼈⾚坂会勤務 
1999 年 東京都今村⻭科医院勤務 
2001 年 宇⽥川⻭科医院開院 
2011 年 ⽇本ヘルス⻭科学会認証診療所認定取得 

所属学会 
⽇本ヘルスケア⻭科学会、⽇本⻭周病学会、⽇本総合⻭科学会 

そ の 他 
中野予防⻭科研修会、東京ヘルスケアグループ、NPO 法⼈ウェルビーイング、NPO 法⼈⽇本フッ化
物むし⻭予防協会、NPO 法⼈ウォーターフロリデーションファンド、DFC、⻭科医師臨床研修指導⻭
科医 

 
●⾃⼰紹介 
私が予防⻭科型診療を志すきっかけになったのは、1990 年⻭学部 6 年⽣の時、Per Axelsson 博⼠の⻑崎
講演を聴いたことでした。患者のう蝕、⻭周病のリスクに応じてメインテナンス間隔を決め、定期的に診
療室に来ていただく。そこでリスク部位の徹底的な PMTC を⾏い、⽣活習慣も含め各⼈のリスクコント
ロールを⾏うという「診療室での予防⻭科」は私に衝撃を与えました。今でこそ診療室での予防⻭科は必
須のことですが、当時の⽇本の 12 歳児の DMFT は 4.9。1990 年 WHO の⽬標では 2000 年までに 12 歳
児の DMFT を 3 以下にすることを掲げておりましたが、保険制度が疾病対策に向いていた当時の⽇本で
は、到底無理な⽬標だと思っていました。しかし 2020 年度の 12 歳児の DMFT は 0.68「⼝腔管理体制
強化加算」の施設基準を満たした⻭科医院ではう蝕、⻭周病の重症化予防が保険制度に組み込まれてき
ています。30 年前には描ききれなかった未来が現実に近づいてきていると考えています。 
 
●施設概要 
①施設名称：医療法⼈社団 Compassion 宇⽥川⻭科医院 
②チェアー数：8台 
③住所：〒133-0056 東京都江⼾川区南⼩岩 7-6-1 
④電話番号：03-3650-1181 
⑤診療内容：⼀般⻭科、⼩児⻭科、矯正⻭科、予防⻭科 
⑥HP：https://www.udagawa-shika.jp/ 
 E-mail： udagawa@qb3.so-net.ne.jp 
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〇講師プロフィール 

●学位 

歯学博士（大阪歯科大学） 

●研究分野  

細胞外マトリックス代謝、骨代謝、医学教育 

●略歴  

1983 年 大阪歯科大学 歯学部 卒業 

1989 年 歯学博士（生化学） 

2001 年 大阪歯科大学 教授（名称変更により現 主任教授） 

2001 年 大阪歯科大学大学院歯学研究科 教授（現在に至る） 

●資格 

 医学教育専門家（日本医学教育学会） 

●委員歴   

（一社）医療系大学間共用試験実施評価機構 歯学系 CBT 各種小委員会委員 

日本歯科医学教育学会 歯科医学教育者のための WS（富士研）TF 

日本学術振興会 科学研究費助成事業審査委員（歯学） 

●所属学会 

日本生化学会（評議員）、日本骨粗鬆症学会、日本骨代謝学会、 

日本歯科医学会、歯科基礎医学会（理事）、日本再生歯科医学会（常任理事）、 

日本総合歯科学会、日本ナノバイオメディカル学会、 

日本歯科骨粗鬆症研究会（常任理事）、大阪歯科学会（監事） 

日本医学教育学会、日本歯科医学教育学会、日本歯科衛生教育学会（理事）、 

日本マイクロカウンセリング学会 ほか 

●自己紹介 

 1958年、和歌山市で生まれ高校まで和歌山で、以後、1977年に大阪歯科大学に入学、卒業後も大

阪歯科大学（生化学講座）に勤務しています。結婚後は、今、話題の兵庫県に居住しています。学

生時代には硬式野球部とコントラクトブリッジ部に所属、現在も近畿学生野球連盟の理事、審判

員として活動しています。 

研究面では、細胞外マトリックス成分であるコラーゲンやプロテオグリカンの代謝研究から始ま

り、教授就任後は特に骨代謝（破骨細胞と骨芽細胞の機能、細胞内シグナル伝達系）に焦点をあて

てきた。教育面では、卒前に生化学、口腔生化学、歯科栄養学を、歯科衛生学教育でも生化学、栄

養学を担当している。 

このような背景から、本講座では歯科医学や歯科衛生学と栄養学の接点について、先生方ととも

に考えたいと思います。 
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